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自給飼料作付け構成を考慮した 

搾乳牛向け飼料設計支援プログラム 

 輸入飼料の高騰が続く中、酪農における自給飼料の重要性が高まっています。そこで、

自給飼料生産を行う酪農経営の牛群条件や耕地面積、使用飼料等の各種前提条件を入力す

ることで、最も低コストな飼料設計メニューと自給飼料作付け構成を同時に計算する搾乳

牛向け飼料設計支援プログラムを開発したので紹介します。 

 

☆ 技術の概要 

１．本プログラムは、搾乳牛の

頭数や給餌方法等の牛群条

件、目標乳量、使用飼料の栄

養価、単価、単収、経営耕地

面積、飼料生産における栽培

競合及び刈取回数を前提条件

として、搾乳牛の必要栄養分

を満たす最も費用の小さい飼

料設計メニューと自給飼料作

付け構成を提示します。 

２．前提条件は所定のフォーマ

ットで Excel ファイルに記述

し（図 1）、プログラム本体と

同じフォルダに配置します。 

３．コマンドプロンプト等から

実行コマンドを入力すると、

自動で前提条件を読み取り、

最適解における飼料費、自給

飼料作付け構成、搾乳牛給与

メニューを計算・表示します

（図 2）。 

 

☆ 活用面での留意点 

  プログラムの実行には python3.11 の他、関連ライブラリを導入する必要があります。 

 農業生産者・行政団体の方は無償で利用可能ですが、その他民間企業等の方には有償で

の提供となります。詳しくは、【https://www.naro.go.jp/laboratory/harc/inquiry/in

dex.html】までお問い合わせください。 

（農研機構・北海道農業研究センター 西村和志） 

図 1 前提条件を記述した Excel シート 

図 2 プログラムの実行画面 


